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○さがみ縦貫道路（圏央道）は、「目標宣言プロジェクト」として開通目

　標年次とその達成条件を公表し、徹底した進捗管理のもとで事業を進め

　てきています。

○平成１９年８月末現在、用地については約９５％の取得を完了しており、

　工事についても約７４％の区間で着手しています。

○今後も、引き続き平成２１年度（海老名北JCT～海老名北IC）及び平成

　２２年度（西久保JCT～海老名北JCT、海老名北IC～相模原IC）の開通

　目標の達成に向けて事業を推進してまいります。
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工務課長　　　今井　智満

　・西久保ＪＣＴ（新湘南バイパス）～海老名北ＪＣＴ（東名高速）は、

　　平成６年度に用地取得に着手し、現在、大部分の用地取得を完了　

　　（用地取得完了まで後２９件）し、用地取得率は約９４％（面積ベー

　　ス）となっております。

　　しかしながら、平成１６年度末に概ね９割の用地を取得した後の用地

　　取得は、伸び悩んでおり、一部の工事に着手できない状況です。

　　今後は、出来るだけ速やかに用地取得を完了すべく、任意での取得交

　　渉と並行して、土地収用法の適用も視野に入れ事業認定手続きの準備

　　を進めてまいります。

　・海老名北IC～相模原ICは、約９６％の用地取得を完了し、継続して任

　　意での取得交渉を進めているところです。

　・海老名北ＪＣＴ～海老名北ＩＣは、既に土地収用法に基づき手続きを

　　進めており、神奈川県収用委員会に対して事業者(中日本高速道路)よ

　　り事業用地取得に係る裁決申請（対象７件）を行い、平成１９年２月

　　までに、神奈川県収用委員会において全ての審理が終了され（結審）、

　　9月２０日に３件の裁決が下り、現在は残り４件について裁決の準備

　　がなされているところです。



平成２２年度開通目標

さがみ縦貫道路（西久保ＪＣＴ～相模原ＩＣ区間）用地取得状況
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